
察予備隊は、１９５０年に GHQ のポツダム政令の一つである「警察予備隊令」〈１９５0 年

政令第 260 号〉により設置された準軍事組織。昭和 27 年に保安隊〈現在の陸上自衛隊〉に改

組された。 

 

 

 

 作家の保阪正康氏は、警察予備隊および自

衛隊について「アメリカのために作ったも

の」という歴史的背景を指摘しています。同

氏は、戦後日本の安全保障体制の根底には

「親米右翼のご都合主義」が潜んでおり、こ 

 

れらの組織が自発的な国防の意思よりもア

メリカの戦略に基づいて設立された経緯が

あることを鋭く批判しています。（『日刊ゲ

ンダイ』2026/06/30、DIGITAL の保阪

正康 日本史縦横無尽） 

 

 

警察予備隊および自衛隊は「アメリカのために作ったもの」 

 平和主義を徹底した憲法９条は多くの国

民に歓迎されましたが、憲法施行後早々に

米国は９条改憲の方針を取り、平和を望む

日本国民に押しつけにかかります。９条改

憲の起源は、日本ではなく米軍部の方針で

した。 

 憲法施行を２カ月後に控えた１９４７年

３月、トルーマン米大統領は演説で「共産主

義の封じ込め」を宣言。米国は日本を対ソ

連・対中国の「反共の防波堤」にするため、

ポツダム宣言が求めた日本の非軍事化・民

主化路線を転換します。 

 ５０年６月に朝鮮戦争が勃発すると、Ｇ 

 

ＨＱ（連合国軍総司令部）のマッカーサー最

高司令官は、自衛隊の前身となる「警察予備

隊」を創設するよう吉田茂首相に指示。在日

米軍が朝鮮戦争に動員されたことで、日本

が軍事的空白となり、それを埋めるために

警察予備隊が必要になったのです。 

 警察予備隊は５２年には保安隊となり、

５４年に自衛隊になりました。 

 日本の再軍備化と、９条との矛盾を解消

するための改憲は、国民が望んで進んでき

たわけではなく、米国の要求による策動で

す。押しつけられたというにふさわしいの

は、憲法９条ではなく、９条改憲の方です。 

町中を行進する保安隊＝１９５２年１０月 警察予備隊〈１９５0年政令第 260号〉で設置 

９条改憲はアメリカの要求 
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